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紙面から 9月の出来事
●時　事
  2日  福田首相、退陣表明
  6日  「工業米」を食用転売
13日  最低賃金700円台に
15日  70歳以上人口、2千万人超す

●山梨県中央会ニュース
  6日  山梨県地場産業まつり
  9日  郡内交流会・正副会長会議
25日  青年中央会代表者会議
27日  郡内地場産業まつり

 10月の予定
専門委員会（1日組織）、（2日金融）、（3日税制）、
　　　　　（7日商業）、（8日労働）
  9日  正副会長会議・理事会
24日  レディース中央会全国フォーラム
30日  全国大会特別委員会

2面　施策情報/息吹

3面　景況情報/業界の声

4面　アクティブ組合

5面　青年中央会代表者会議/観光コーナー

6面　連携拠点事業紹介

  　　中・高年齢者の就職サポートガイダンス

7面　ジュニアトライワーク/情報BOX

8面　インターンシップ体験記/情報BOX

　山梨県中小企業団体中央会は、
9月9日（火）午後2時から富士河
口湖町「フィットリゾートクラブ」
にて、「第12回郡内地域組合交流
会及び研修会」を開催した。
　当日は、郡内地域の会員組合の
組合員や役職員、郡内地域に支部
のある組合の組合員等、約100
名が参加した。

内藤悦次会長

　
は
じ
め
に
、
勝
俣
明
美
副
会
長

よ
り
郡
内
地
域
の
役
員
を
代
表
し

て
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続

い
て
、
内
藤
悦
次
会
長
が
主
催
者

あ
い
さ
つ
で
、「
中
央
会
で
は
山
梨

県
民
信
用
組
合
と
連
携
し
、
個
々

の
企
業
の
皆
様
方
の
経
営
力
の
向

上
、
創
業
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
事
業

承
継
等
、
中
小
企
業
が
直
面
す
る

経
営
課
題
の
解
決
を
支
援
す
る「
地

域
力
連
携
拠
点
事
業
」
に
取
り
組

み
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
」

と
今
年
度
の
重
点
事
業
の
説
明
を

述
べ
た
。

　
研
修
会
で
は
、
山
梨
大
学
産
学

官
連
携
・
研
究
推
進
部
長
で
あ
り
、

弁
理
士
の
田
中
正
男
氏
を
講
師
に
、

「
新
た
な
開
発
分
野
の
現
状
と
可

能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
先
端
技
術
開

発
の
動
向
と
社
会
に
も
た
ら
す
影

響
、
産
学
連
携
の
現
状
と
あ
り
方

等
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
交
流
会
で
は
、
は
じ
め
に
同
じ

テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
る
方
と
懇

談
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
勝
俣

明
美
副
会
長
（
富
士
吉
田
織
物
協

同
組
合
理
事
長
）
が
座
長
を
務
め
、

参
加
者
か
ら
、
産
地
織
物
展
へ
の

積
極
的
な
参
加
、
海
外
進
出
な
ど

Ｐ
Ｒ
事
業
の
推
進
、
市
町
村
と
連

携
し
て
の
事
業
、
若
者
が
織
物
産

地
業
界
に
も
っ
と
魅
力
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
な
ど
、
業

界
の
現
状
や
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
に
対
す
る
意
見
・
要
望
が
あ
り
、

非
常
に
有
意
義

な
場
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
渡

邊
征
夫
副
会
長

よ
り
閉
会
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、

出
席
者
全
員
が

郡
内
地
域
の
中

小
企
業
の
発
展

の
た
め
、
頑
張

っ
て
い
く
こ
と

を
誓
い
合
っ
た
。

　
現
在
、
郡
内
地
区
に
は
織
物
、
機

械
金
属
、
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
の

会
員
組
合
が
44
組
合
あ
り
、
活
発

に
活
動
し
て
い
る
。
交
流
会
及
び

研
修
会
は
、
郡
内
地
域
の
会
員
組

合
が
一
堂
に
会
す
る
場
を
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、
組
合
及
び
中
小
企

業
者
が
相
互
に
連
携
し
、
親
睦
を

深
め
て
も
ら
い
、
今
後
の
組
合
活

動
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

講師：田中正男氏

会場風景
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社
会
的
自
立
を
図
る
に
は

　
　

　
就
職
し
て
も
怒
っ
た
ら
す
ぐ
辞
め
て
し
ま
う
、
協
調
性
が

な
い
、
管
理
職
に
な
り
た
が
ら
な
い
な
ど
社
会
人
に
な
り
き

れ
な
い
若
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
社
会
的
自
立
を
図

る
に
は
社
会
性
、
主
体
性
、
他
者
を
思
い
や
る
心
や
態
度
等

を
少
年
期
に
学
ぶ
こ
と
が
重
要
だ
。
私
事
だ
が
、
地
域
の
青

少
年
育
成
活
動
に
関
わ
り
、「
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
る
。「
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
の
利
点
は
、
同
世
代
や
異

世
代
あ
る
い
は
地
域
の
大
人
た
ち
と
共
同
し
て
お
祭
り
、
球

技
大
会
な
ど
地
域
の
行
事
を
行
う
こ
と
で
多
様
な
人
間
関

係
を
経
験
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
横
の

つ
な
が
り
、
つ
ま
り
同
学
年
で
は
そ
こ
そ
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
が
、
学
年
が
違
う
と
難
し
い
傾
向
に
あ

る
。
親
が
我
が
子
の
公
平
性
を
主
張
し
、
上
級
生
と
の
つ
き

合
い
を
嫌
う
こ
と
も
原
因
に
あ
る
よ
う
だ
。

　
そ
の
様
な
中
で
、
学
年
を
超
え
て
交
流
で
き
る
「
子
ど
も

ク
ラ
ブ
」は
今
や
貴
重
な
存
在
だ
。

　
し
た
が
っ
て
育
成
会
で
は
、積
極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

縦
の
つ
な
が
り
が
広
が
る
よ
う
極
力
干
渉
せ
ず
、
ま
た
上
級

生
が
自
主
性
を
も
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。伝
統
行
事
や
遊
び
の
中
で
、

上
級
生
よ
り
教
わ
り
、
ま
た
学
ん
だ
こ
と
を
下
級
生
に
伝
え

て
い
く
、
目
上
の
人
に
敬
意
を
払
い
年
下
を
気
遣
う
心
を
学

ぶ
機
会
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
ゆ
と
り
教
育
が
見
直
さ
れ
、
学
力
偏
重
型
に
戻
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
い
く
ら
学
習
し
て
も
人
間
関
係
を
築
く
能

力
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
意
味
の
な
い
も
の
だ
。
社
会
的
自

立
を
促
進
す
る
人
間
教
育
も
重
視
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

《緊急総合対策の基本的な考え方》

（1）「経済成長と財政健全化の両立」の堅持
　財政健全化路線の下、真に必要な対策に財源を集中するなど旧来型の経

済対策とは一線を画する。

（2）施策効果の高いものを優先的に実施
　「基本方針2008」等の中長期目標の達成を可能な限り前倒し、施策のター

ゲットを絞り込む。

（3）財政出動の回避
　有効需要創出を主目的とした財政出動は行わない。

（4）構造改革の推進
　原油・食料価格高騰の影響に対する「緩和策」を講じる場合にも、併せて構

造改革を進める。

（5）「投資」の重視
　新価格体系への移行のための「投資」を重視。

�

 ●中小・零細企業等への支援
《対応の方向性》
①中小・零細企業等の資金繰り対策に万全を期し、弱い立場にある下請事業者
対策を強化

②人的資源の活用などによる生産性向上、地域経済活性化の推進により、企業
活力向上を通じた成長力の強化

 1．資金繰り対策の拡充
①中小・零細企業金融の円滑化

　中小・零細企業金融のきめ細かい実態把握と監視の強化、金融機関への要

請、中小・零細企業の自己資本充実策や事業再生の支援、金融仲介機能の発

揮促進に向けた検査対応の一層の改善等を通じ、中小・零細企業金融の円滑

化を図る。

②新たな保証制度（原材料価格高騰対応等緊急保証）の導入
　原油だけではなく原材料価格や仕入れ価格が上がっているのに値上げが

できない業種にも広く利用できるよう新たな保証制度の導入。

③セーフティネット貸付の強化　

 2．下請事業者保護の強化
①下請代金法の運用強化

　原油・原材料価格高騰時における買いたたきの具体的内容を明示した大

臣通達文書を、平成20年8月29日に約600の事業者団体等に発出。また、親事

業者に対する特別事情聴取・特別立入検査を実施。

②下請事業者の相談体制の拡充
　下請かけこみ寺において、取引に関する法律に知見のある弁護士相談の

体制拡充。

③下請適正取引ガイドラインのフォローアップの実施
　下請適正取引等の推進のためのガイドラインについて、ガイドラインの

活用状況等についての調査、ガイドラインの改定、今後のアクションプラン

の作成等を実施。対象業種の業界団体に対してその内容を周知徹底するた

めのトップレベルの会合を開催。

④「下請保護情報ネットワーク（仮称）」の構築
　「下請保護情報ネットワーク（仮称）」を構築し、下請事業者の保護のため

の関係行政機関間の連携強化。

〈安心実現のための緊急総合対策の概要図〉

　中小企業庁は「安心実現のための緊急総合対策」（平成20成 年0 8年 月8 29月 日政府・与党会議、経済対策閣僚会議合同会議決定）を踏まえ、急9
激な資源高に苦しむ中小・零細企業等を支援するため、ワンストップ支援拠点として整備した地域力連携拠点の活用を図りつつ、資金
繰り対策の拡充や下請法・独禁法の運用強化、下請事業者保護のための情報ネットワークの構築等の取り組みを発表しました。

3つの目標 8本の柱

1.生活者の不安解消

2.「持続可能社会」
　への改革

3.新価格体系への
　移行と成長力強化

① 生活・雇用支援対策

② 医療・年金・介護支援対策

③ 子育て・教育支援対策

④ 低炭素社会実現対策

⑤ 住まい・防災刷新対策

⑥ 強い農林水産業創出対策

⑦ 中小企業等活力向上対策

⑧ 地方公共団体に対する配慮
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データから見た業界の動き（平成20年8月分）

収益状況
2007年8月

景況感
2007年8月

売上高
2007年8月

2008年8月 2008年8月2008年8月

減少
40%

不変
46%

増加
14%

悪化
36%

不変
58%

好転
6%

悪化
48% 不変

48%

好転
4%

減少
70%

不変
20%

増加
10%

悪化
72%

不変
20%

好転
8%

悪化
70%

不変
30%

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成20年8月分）

　本県の8月の景況は、全業種のDI値で、売上高はは－
60（前年同月比－34）、収益状況は－64（前年同同月
比－34）、景況感は－70（前年同月比－26）と全体体
でDI値のマイナス傾向は依然として続いている。。
　業種別では、製造業の売上高のDI値は－80（前
年同月比－40）、収益状況は－60（前年同月比
－25）、景況感は－70（前年同月比－25）であ
った。
　非製造業のDI値においては、売上高は－47（前
年同月比－30）、収益状況は－67（前年同月比－40））、
景況感は－70（前年同月比－27）となった。
　対前年同月比のDI値ではあるが、製造業、非製造業ともに各項目におけるポ造業ともに各項目におけるポ
イントが大幅に下がっていることが目につく。対前月比では、特に売上のDI値
で大きくポイントを下げている。
　これは、前月（7月）の調査で、オリンピックや季節的な要因などによるものと、
一部業界の原材料等のコスト上昇によってもたらされた売上増により、一時的
に売上DI値が上昇した結果となったためで、今月のDI値の推移は7月以前の水
準に戻った状況と見受けられる。
　県内の景況感は、依然として底から脱しきれず、現状では好転するための明
るい材料は見あたらない厳しい状況が続いている。
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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
今
回
は
、上
部
団
体
で
あ
る
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
か
ら
の
依
頼
に

よ
り「
組
合
員
の
資
金
繰
り
を
巡
る
動

向
、
金
融
機
関
の
問
題
点
、
地
域
金
融

の
実
情
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、政
府
に
対
し
て
要
望
を
行
っ

て
い
る
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
対
策

に
関
連
し
、さ
ら
に
金
融
機
関
の
融
資

態
度
の
変
化
、金
融
面
の
情
勢
把
握
を

行
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ

の
業
界
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
「
原
料
高
か
ら
収
支
が
悪
化
し
、
資

金
繰
り
も
逼
迫
し
て
き
て
い
る
が
、先

行
き
不
透
明
で
返
済
に
も
不
安
が
あ

る
た
め
、な
る
べ
く
借
り
増
を
し
な
い

で
し
の
い
で
い
る
。
」
、「
条
件
変
更
に

よ
り
、金
利
の
上
昇
を
要
求
さ
れ
る
場

合
が
多
い
よ
う
だ
。
」
、「
金
融
庁
の
金

融
緩
和
措
置
が
変
更
さ
れ
な
い
限
り
、

相
変
わ
ら
ず
一
般
論
と
し
て
貸
し
渋

り
、貸
し
は
が
し
の
状
態
に
有
る
こ
と

は
変
わ
ら
な
い
。「
保
証
協
会
の
査
定

が
一
段
と
厳
し
い
と
複
数
の
会
員
か

ら
情
報
が
あ
る
が
、金
融
機
関
の
判
断

か
不
明
で
あ
る
。や
は
り
金
融
機
関
の

責
任
範
囲
が
広
が
っ
た
事
に
起
因
か

と
も
判
断
す
る
。」、「
都
銀
・
地
銀
と
も

に
担
保
の
見
直
し
の
動
き
が
加
速
し

て
い
る
印
象
。そ
の
中
で
借
入
以
上
の

担
保
を
要
求
す
る
動
き
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
」
、「
金
融
機
関
が
中
小
企

業
に
対
し
て
資
金
を
貸
し
渋
る
傾
向

に
な
っ
て
は
困
る
。
」
、「
借
入
が
難
し

い
の
が
現
状
。施
設
の
老
朽
化
に
対
応

で
き
な
い
。
」
、「
金
融
機
関
の
貸
し
渋

り
に
建
設
業
界
は
四
苦
八
苦
し
て
い

る
。国
と
し
て
の
早
め
の
救
済
策
を
望

む
。建
設
業
者
が
事
業
収
益
が
あ
が
ら

な
い
以
上
、新
規
の
運
転
資
金
融
資
は

難
し
く
な
る
一
方
で
あ
る
。」

　
こ
う
し
た
生
の
声
か
ら
は
、現
在
の

景
況
を
反
映
し
て
、資
金
繰
り
の
悪
化

に
苦
し
む
中
小
企
業
の
実
態
と
金
融

機
関
と
の
距
離
が
垣
間
見
え
、中
小
企

業
へ
の
融
資
条
件
の
引
き
上
げ
や
担

保
条
件
の
変
更
な
ど
、益
々
厳
し
く
な

る
金
融
機
関
の
対
応
へ
の
不
安
と
不

満
が
感
じ
と
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め

に
は
、抜
本
的
な
政
策
が
急
務
と
言
え

る
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
売
上
は

自
社
製
品
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
も
前
年
並

み
を
確
保
し
た
が
、
や
や
期
待
は

ず
れ
の
感
あ
り
。
原
材
料
高
騰
分

を
価
格
転
嫁
。

●
繊
維
・
同
製
品（
ニ
ッ
ト
）／
物
価
の

上
昇
や
景
気
の
先
行
き
不
安
か
ら

店
頭
で
の
販
売
が
落
ち
込
ん
で
い

る
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
原
油
価
格
の
下
落

に
よ
り
９
月
の
重
油
価
格
は
５
円

／
ℓ
程
度
下
が
る
模
様
。
広
葉
樹

パ
ル
プ
は
９
月
入
荷
分
か
ら
80
円

／
㎏
値
上
が
り
。
10
月
か
ら
を
目

処
に
販
売
価
格
引
き
上
げ
の
交
渉
。

●
窯
業
・
土
石
業（
生
コ
ン
）／
一
部
民

間
物
件
が
動
き
出
荷
を
期
待
し
た

が
、
思
っ
た
よ
り
伸
び
ず
。
公
共
物

件
の
入
札
も
出
て
く
る
が
、
受
注

数
量
が
伸
び
ず
、
出
荷
の
増
加
は

厳
し
い
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
受
注
す
る
仕

事
量
が
昨
年
の
半
分
と
か
１
／
３

と
い
う
企
業
も
あ
り
、
か
な
り
厳

し
い
状
況
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
青
果
）／
高
温
小
雨
で
入
荷

量
は
減
少
し
た
が
、
消
費
が
振
る

わ
ず
価
格
は
低
価
格
の
ま
ま
推
移
。

●
小
売（
食
肉
）／
山
梨
県
の
豚
価
が

頭
数
の
激
減
に
よ
り
異
常
な
高
騰

と
な
り
、
利
益
は
減
少
。
業
務
用
卸

に
お
い
て
は
価
格
の
高
騰
か
ら
仕

入
れ
を
控
え
る
等
の
影
響
が
出
て

い
る
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
雷
被
害
で
昨

年
比
出
張
修
理
が
倍
増
。
引
き
続

き
メ
ー
カ
ー
に
部
品
注
文
が
集
中

し
、
供
給
ま
で
に
２
週
間
程
度
要

し
て
い
る
。
こ
の
影
響
で
特
に
夏

物
中
心
に
そ
の
他
の
家
電
品
に
も

買
い
換
え
が
出
て
い
る
。
11
月
か

ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
値
下
げ

に
よ
る
市
況
へ
の
好
影
響
を
期
待
。

反
面
秋
か
ら
販
売
さ
れ
る
新
製
品

の
卸
価
格
の
値
上
げ
も
各
社
か
ら

発
表
さ
れ
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）／
８
月
は
原
油
高
と

為
替
レ
ー
ト
の
円
安
ド
ル
高
に
よ

り
輸
入
コ
ス
ト
が
上
昇
。
元
売
各

社
は
５
円
か
ら
７
円
程
度
の
値
上

げ
を
行
っ
た
た
め
、
県
内
給
油
所

は
７
円
程
度
の
値
上
げ
を
実
施
。

９
月
は
原
油
価
格
の
急
落
で
大
幅

な
コ
ス
ト
低
下
と
な
っ
た
た
め
、

元
売
各
社
は
５
円
程
度
の
値
下
げ

を
行
い
、
各
給
油
所
は
５
円
程
度

の
値
下
げ
を
行
う
予
定
。

●
宿
泊
業
／
小
規
模
の
ホ
テ
ル
で
設

備
投
資
し
、
燃
料
を
重
油
か
ら
安

定
し
て
い
る
都
市
ガ
ス
に
切
り
替

え
た
施
設
も
あ
る
。
間
際
の
予
約

が
多
く
、
予
定
が
立
て
づ
ら
い
の

が
現
状
。�

●
廃
棄
物
処
理
／
取
引
先
の
業
況
悪

化
に
よ
り
値
下
げ
と
燃
料
高
騰
に

よ
る
影
響
大
。
リ
サ
イ
ク
ル
や
再

資
源
化
が
進
行
し
、
資
源
回
収
業

者
が
急
増
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
７
月
初
め
か
ら

下
り
始
め
た
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
８

月
以
降
暴
落
を
は
じ
め
、
電
炉
メ

ー
カ
ー
の
鋼
材
値
下
げ
の
話
が
出

始
め
、
電
炉
・
高
炉
間
の
価
格
差
が

無
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
小
ゼ

ネ
コ
ン
は
鋼
材
が
値
下
げ
に
な
っ

た
と
受
止
め
、
鉄
骨
価
格
の
引
下

げ
要
求
が
出
て
く
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
実
質
的
な
原
材
料
価
格
高
騰

分
の
価
格
転
嫁
が
で
き
な
く
な
る

恐
れ
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
山
梨
県
の
主

要
産
品
で
あ
る
青
果
物
の
出
荷
量

が
対
前
年
比
で
20
％
減
少
し
た
。

国
内
景
気
が
下
降
す
る
中
で
中
国

か
ら
の
受
注
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
く

な
っ
て
い
る

県
内
S
S（
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

業
界
の
現
況
は
？

　
県
内
の
S
S
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
場
の
ガ
ソ
リ
ン
需
要
最
盛
期
で
あ
っ
た
８
月
は
、
連
日
猛
暑

が
続
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
販
売
量
が
前
年
同
月
比
で
10
％
減

少
し
ま
し
た
。こ
の
需
要
減
は
、中
東
原
油
の
高
騰
や
ド
ラ
イ
バ
ー

の
消
費
節
約
の
動
き
の
定
着
化
に
よ
る
車
の
走
行
距
離
の
落
ち
込

み
、
ま
た
新
車
販
売
数
が
減
少
す
る
中
で
低
燃
費
車
の
増
加
等
が

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
S
S
業
界
は
、
販
売
数
量
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
た

め
、需
要
減
に
対
応
し
た
採
算
販
売
を
徹
底
し
、経
営
基
盤
の
強
化

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
S
S
業
界
は
？

　
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
需
要
増
に
投
機
資
金
な
ど
が
加
わ
っ
て

急
騰
し
て
き
た
原
油
価
格
も
、先
進
国
の
景
気
後
退
、石
油
需
要
の

減
退
傾
向
、ま
た
先
物
市
場
に
対
す
る
監
視
が
強
化
さ
れ
、当
面
は

ア
ジ
ア
の
指
標
原
油
で
あ
る
ド
バ
イ
原
油
で
、
１
バ
ー
レ
ル
１
０

０
ド
ル
前
後
の
現
行
水
準
で
推
移
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
S
S
業
界
は
、
４
月
に
暫
定
税
率
の
失
効
に
よ
る
大
幅

な
値
下
が
り
を
見
越
し
た
買
い
控
え
の
反
動
や
、
５
月
の
暫
定
税

率
復
活
を
前
に
需
要
が
増
加
す
る
等
の
中
で
、
記
録
的
な
価
格
上

昇
が
続
き
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
節
約
の
動
き
が
広
が
り
、需
要
が
減
退

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、各
S
S
は
強
い
自
立
意
識
の
も
と
、安
値
量
販
と
シ

ェ
ア
確
保
の
販
売
競
争
か
ら
、
適
正
な
価
格
販
売
に
よ
る
経
営
持

続
を
最
優
先
と
し
た
採
算
の
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
各

S
S
は
、消
費
者
の
理
解
を
得
て
確
実
に
こ
れ
を
徹
底
す
れ
ば
、「
流

し
た
汗
が
報
わ
れ
る
業
界
」と
信
頼
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
当
組
合
で
は
、「
中
小
企
業
人
材
確
保
推
進

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
人
材
の
確
保
と
労
働

者
の
職
場
定
着

に
係
る
雇
用
管

理
改
善
を
推
進

す
る
事
業
で
、
当

業
界
が
抱
え
る

人
材
確
保
問
題

等
の
面
で
の
改

善
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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協同組合山梨県FPセンター

山梨県美容業生活衛生同業組合

協同組合山梨安心サービス

　
当
組
合
は
、
平
成
13

年
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
中
心

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
資

格
を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

現
在
は
甲
府
市
宝
に
あ

る
農
業
共
済
会
館
３
階

に
組
合
事
務
所
を
置
き
、

28
名
の
組
合
員
に
よ
り

活
動
し
て
い
る
。
組
合

名
称
の「
Ｆ
Ｐ（
エ
フ
ピ

ー
）」は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
略

称
で
あ
る
。

　
活
動
内
容
と
し
て
は

団
体
・
企
業
の
従
業
員

の
方
々
に
向
け
て
失
敗

の
な
い
豊
か
な
老
後
の
た
め
の
生
涯
設
計（
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）・
家
計
・
お

金
・
住
ま
い
・
老
後
の
備
え
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、個
人
に
対
し
て
は
個
別
に
保
険
の
見
直
し
、教
育
費
の
準
備
、

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
相
談
に
、中
立
公
正
な
立
場
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

提
案
を
さ
ら
に
家
計
簿
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
表
の
作
成
、
資
産
と
し
て
守

り
た
い
住
ま
い
の
資
金
計
画
か
ら
取
得
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
を

幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、求
職
者
向
け
の
就
職
支
援
講
座
の
受
託
経
験
を
生
か
し

た
、子
育
て
世
代
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
支
援
事
業
と
し
て
、再
就
職

支
援
の
た
め
の
履
歴
書
、職
務
経

歴
書
作
成
指
導
、パ
ソ
コ
ン
教
室
、

Ｆ
Ｐ
技
能
士
２
級
、３
級
の
資
格

取
得
講
座
も
行
っ
て
い
る
。タ
ウ

ン
誌《
か
わ
せ
み
》《
ふ
じ
ま
り
も
》

の
コ
ラ
ム
「
井
戸
端
セ
ミ
ナ
ー
」

に
も
連
載
執
筆
中
で
、月
１
回
の

無
料
相
談
会
も
開
催
し
て
い
る
。

変
動
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め

各
種
セ
ミ
ナ
ー
講
師
・
相
談
員
の

派
遣
も
行
っ
て
い
る
の
で
、協
同

組
合
山
梨
県
Ｆ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
事

務
局
に
ご
照
会
を
。

アドバイスも和やかに

組合が主催するFP座談会

　
美
容
業
界
で
は
、
最
新
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
流
行
に
敏
感
な
顧
客
の

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、個
性
化
が
進
み
、

よ
り
高
度
で
顧
客
を
満
足
さ
せ
る

た
め
の
技
術
の
提
供
が
、
常
に
目
ま

ぐ
る
し
い
早
さ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
山
梨
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
（
深
澤
仁
理
事
長
）
は
、
本
年
度

も
美
容
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
と

振
興
の
た
め
、
美
容
師
の
技
術
向
上

や
最
新
の
流
行
を
広
く
一
般
に
発

信
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
去
る
７
月
14
日
に
は
、
甲
府
市
の

「
か
い
て
ら
す
」（
山
梨
県
地
場
産
業

セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
第
22
回
山
梨

県
美
容
技
術
選
手
権
大
会
を
開
催
し
、全
９
競
技
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
す

る
美
容
師
と
美
容
専
門
学
校
生
総
勢
80
人
が
、ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
、ネ
イ

ル
、着
付
等
々
、そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
で
研
鑽
を
重
ね
た
技
術
を
競
っ
た
。

　
こ
の
大
会
の
成
績
優
秀
者
は
、
11
月
に
福
岡
県
（
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福

岡
）で
開
催
さ
れ
る
第
36
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
へ
出
場
す
る
。

　
10
月
13
日
に
は
、恒
例
と
な
っ
た「
美
容
ま
つ
り（
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）」を
甲
府
市
緑
ヶ
丘
の
美
容
会
館
と
美
容
専
門
学
校
で

開
催
す
る
。一
般
の
消
費
者
に
美
容
業
、美
容
師
、美
容
学
校
へ
の
認
識

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
、当
日
は
専
門
学
校
生
に
よ
る
出
店

や
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
・
エ
ス
テ
な
ど
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
、福
引
き
抽
選
会

な
ど
の
催
し
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。

　
ま
た
、年
明
け
の
２
月
17
日
に
は
、山
梨
が
開
催
担
当
県
と
な
り
、全

日
本
美
容
講
師
会
主
催
に
よ
る「
第
93
回
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド

発
表
会
」が
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

　
こ
の
発
表
会
に
は
、
全
国
各

地
か
ら
３
千
人
以
上
の
美
容
関

係
者
が
訪
れ
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、山
梨
か
ら
来
春
の
流
行
、

新
作
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
全

国
に
向
け
て
発
信
さ
れ
る
。

　
組
合
で
は
、
美
容
師
個
々
の

技
術
向
上
、
次
代
を
担
う
人
材

の
養
成
等
を
積
極
的
に
強
化
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
様
々
な

組
合
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
で
広
く

一
般
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
業
界
の
発
展

と
振
興
を
目
指
し
て
い
る
。

大会はワインディング競技から始まった

与えられた制限時間で技術を競い合った

●岡島

●貸切タクシー

●甲府商工会議所

桜座●

甲府●
会館

ペ
ル
メ
桜
町 銀座通り

銀座街の駅
　
協
同
組
合
山
梨
安
心

サ
ー
ビ
ス
（
根
津
宏
次

理
事
長
）
は
、「
本
格
的

な
商
売
を
目
指
し
て
い

な
い
け
ど
自
分
の
作
品

を
販
売
し
た
い
人
」や「
将

来
的
に
小
売
店
を
出
店

し
た
い
人
」
等
を
対
象

に
「
ス
マ
イ
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

を
開
店
し
た
。

　
「
ス
マ
イ
ル
B
O
X
」

は
、
組
合
が
甲
府
商
工

会
議
所
よ
り
運
営
を
委

託
さ
れ
て
い
る
「
銀
座

街
の
駅
安
心
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」
内
に
10
月
１
日
よ

り
設
置
さ
れ
て
お
り
、

最
高
で
も
月
額
2
0
0
0
円
で
「
幅
57
・
5
㎝
×
高
さ
40
㎝
×
奥
行
38

㎝
」の
ス
ペ
ー
ス
内
に
自
由
に
商
品
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
。

　
組
合
で
は
、「
ス
マ
イ
ル
B
O
X
」の
利
用
者
が
将
来
的
に
中
心
商
店

街
に
出
店
す
る
こ
と
も
目
論
ん
で
お
り
、こ
の
事
業
の
成
功
が
甲
府
市

の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
た
、全
25
の
ス
ペ
ー
ス
を
効

率
的
に
利
用
す
る
た
め
に
、既
存

の
商
業
者
が
宣
伝
を
目
的
に
広

告
等
を
置
く
こ
と
も
可
能
と
し

て
お
り
、1
Ｆ
安
心
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
高
齢
者
交
流
施
設
）、2
Ｆ
ハ
ッ

ピ
ー
キ
ッ
ズ（
子
育
て
支
援
施
設
）

と
と
も
に
、甲
府
市
中
心
街
の
新

た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

●
申
込
先

　
所
定
申
込
書（
銀
座
街
の
駅
１
F「
安
心
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」に
あ
り
ま

す
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、下
記
に
郵
送
又
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
〒
4
0
0
│
0
0
3
2
　
甲
府
市
中
央
4
│
3
│
14

　
　
　
銀
座
街
の
駅
１
F「
安
心
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

　
　
　
協
同
組
合
山
梨
安
心
サ
ー
ビ
ス
　
担
当
‥
荻
野
・
藤
川
・
仲
　

　
　
　
℡
／
FAX
‥
0
5
5
│
2
3
1
│
6
6
3
2

　
　
　
U
R
L
‥http://w

w
w
.y-anshin.jp/eki/index.htm

l

甲府市中心地街の新しい立ち寄りスポットとしてご利用下さい
［周辺地図］
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　山梨県中小企業団体青年中央会（会長：小林育也）は、9月25日（木）平成20年

度代表者会議を開催した。

　この会議は、業界の景気悪化等により停滞している各青年部活動の活性化

策を検討するために行われ、15青年部の代表者が、それぞれの青年部の活動

状況及び運営上の問題点について、それぞれの立場で意見を述べた。

　多くの代表者より「全体的に会員が減少している」「会員が高齢化」「イベン

トを行っても集まりが悪い」などの厳しい意見が述べられていたが、「青年経

営者が増加している」「人材育成のために不可欠」「青年部活動の活性化が業

界の活性化にも繋がる」

といった前向きな意

見も多く出されていた。

　青年中央会では、出

席者からの意見を受

けた上で、厳しい状況

に置かれている各青

年部を活性化させる

ため、様々な事業を行

っていること、また、

会員青年部のニーズ

に合わせた事業を検討・

実施することを約束

した。

　青年中央会では、新たな青年部会員の募集及び組合青年部の設立支援を行

っています。

　興味のある組合・団体等をお気軽にご連絡下さい。

●問い合わせ先
　山梨県中小企業団体中央会　連携支援課　窪田、斉藤
　Tel.055-237-3215
　URL：http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/3_what/2_seinen.html

　●山梨県中小企業団体青年中央会概要

　県内中小企業組合等の青年部の連合組織として、青年部関連の施策を活用

し、相互の交流と研鑽を通じて組合及び中小企業の活動の永続的な発展に寄

与することを目的として設立。

 主な事業
（1）イベントの開催

　広範な情報交換や交流の場とする事業。地域や業種の枠にとらわれない

青年部同士の情報交換等を行い、青年部及び組合活動の活性化、企業経営

の革新につなげる。

　①研修会及び交流会の開催s年２回開催

　②青年部代表者会議の開催s年１回開催

（2）他団体及び他県青年経営者との交流
　①西東京・山梨経済団体交流会への参加

　西東京山梨倶楽部（立川・八王子等で事業を行う山梨県出身者の団体）及

び山梨県商工会青年同友会（商工会青年部のOB会）との情報交換・懇談の

実施。

　　s年２回開催

　②全国青年中央会交流会等への参加

　全国の青年中央会、組合青年部が一同に会する機会に積極的に参加し、

青年部活動や企業経営に役立つ情報交換・人的交流を行う。

　　s年２回開催

　③関東甲信越静ブロック交流会等への参加

　各県の青年中央会の活動状況などの情報交換を通じて、組合及び組合青

年部の新たな事業展開を図るきっかけづくりに役立てる。

　　s年２回～３回開催

（3）会員青年部の研修助成事業
� 会員青年部の実施する各種研修会・講習会・先進地視察等の経費総額の一

部を助成し、青年経営者の資質向上と青年部活動の充実を目指す。

　����実施回数s平成20年度は6青年部(団体)に対して助成

���　�実施時期s助成対象青年部からの申請にもとづき実施。

（4）青年部情報提供事業
　インターネットホームページを活用した組合青年部活動の事例紹介や

企業経営情報の　交換を可能とするように、青年中央会ホームページを更

新する。活発な意見交換が行われた

会場風景

　
本
会
の
新
た
な
事
業
で
あ
る「
産
業
観
光
」

に
伴
う
視
察
研
修
会
が
、８
月
22
日
富
士
吉

田
で
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。

　
本
会
が
産
業
観
光
を
推
進
す
る
の
は
、産

業
活
動
や
そ
の
歴
史
を
「
観
光
」
と
い
う
視

点
で
と
ら
え
、日
頃
利
用
し
て
い
る
商
品
や

製
品
を
作
る
施
設
、そ
の
生
産
工
程
の
見
学

や
体
験
を
と
お
し
て
山
梨
の
産
業
文
化
へ

の
感
動
や
共
感
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、観

光
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
わ
意
図
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　
昨
年
は
、恵
ま
れ
た
観
光
資
源
と
企
業
を

連
携
さ
せ
、山
梨
の
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、県
内
の
企
業
40
社
を
掲
載
し
た

「
山
梨
産
業
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
、

行
政
や
関
係
先
機
関
へ
配
布
し
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
き
た
。

　
今
回
中
央
会
に
申
込
み
が
あ
っ
た
の
は
、

県
内
の
自
動
車
部
品
卸
業
者
で
構
成
さ
れ

た
「
青
風
会
」
で
あ
る
。
日
頃
、
製
造
過
程
で

排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
等

に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
富
士
吉
田
に
あ
る
廃
棄

物
処
理
業
者
「
㈱
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

黒
田
」を
訪
問
し
た
。

　
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
黒
田
は
、『
も
っ

た
い
な
い
』
を
合
い
言
葉
に
４
Ｒ
（
「
ゴ
ミ
を
減

ら
す
」リ
デ
ュ
ー
ス
、「
く
り
か
え
し
使
う
」リ
ユ

ー
ス
、「
再
生
利
用
す
る
」リ
サ
イ
ク
ル
、修
理
し

て
使
う「
リ
ペ
ア
」）
を
推
進
し
、地
域
環
境
美
化

を
は
じ
め
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
幅
約
11
㎝

の
細
長
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
自
然
の
大
切
さ
や
資

源
の
有
効
活
用
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
詰
め
込

ん
だ
遊
び
心
満
載
の
啓
蒙
活
動
も
独
自
に
行
っ

て
い
る
。

　
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
黒
田
の
小
川
営

業
部
長
よ
り
施
設
内
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、

古
新
聞
や
古
紙
の
仕
分
け
を
体
験
し
、
再
生
工

程
を
見
学
し
た
。

　
受
入
側
に
あ
た
る
小
川
営
業
部
長
は
、「
3
K

（「
き
つ
い
」「
汚
い
」「
危
険
」）
と
言
わ
れ
影
の
業

種
で
あ
っ
た
時
代
も
あ
る
が
、
今
で
は
環
境
問

題
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
企
業
と
し
て
の
意
識
と

独
自
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
地

域
や
県
内
の
製
造
業
者
の
皆
様
が
来
訪
し
、
環

境
に
対
す
る
意
識
の
向
上
と
情
報
交
換
が
で
き

る
こ
と
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
も
学
べ
る
良
い

機
会
で
あ
る
。
中
央
会
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲

載
し
た
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
我
々
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
は
企
業
に
と
っ

て
と
て
も
良
か
っ
た
。」と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
視
察
側
の
「
青
風
会
」
代
表
の
古
守
社

長
は
、「
製
造
過
程
で
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
削

減
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
情
報
や
意
見
交
換

が
で
き
た
こ
と
は
、�

“も
の
づ
く
り
”
に
携
わ
る

我
々
に
と
っ
て
密
接
な
問
題
で
あ
り
有
意
義
な

体
験
で
あ
っ
た
。」と
感
想
を
述
べ
た
。

　
本
会
で
は
、
今
年
度「
産
業
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」の
情
報
を
よ
り
広
く
も
ら
い
、利
用
し
て
も

ら
う
た
め
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
作
成
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

仕分け体験作業

工場内視察風景
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中
央
会
で
は
、
去
る
9

月
25
日
甲
府
市
富
士
屋
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
中
高
年

齢
者
（
45
歳
以
上
）
の
た
め

の
就
職
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
開
催
し
た
。

　
本
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
山

梨
労
働
局
か
ら
の
委
託
事

業
『
地
域
団
塊
世
代
雇
用

支
援
事
業
』の
一
貫
と
し
て
、

大
量
退
職
期
を
迎
え
た
団

塊
の
世
代
を
中
心
に
、
意

欲
と
能
力
の
あ
る
中
高
年

齢
者
の
再
就
職
の
支
援
を

目
的
に
行
わ
れ
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
、
製

造
業
、
運
送
業
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
30
社
が
参
加

し
た
。

　
当
日
は
、
予
想
を
上
回

る
休
職
者
約
1
5
0
名
が

参
加
、
自
由
に
希
望
企
業

と
面
接
す
る
フ
リ
ー
ガ
イ

ダ
ン
ス
方
式
に
よ
り
、
自

分
の
希
望
職
種
を
求
め
て

幾
つ
も
の
企
業
ブ
ー
ス
を

積
極
的
に
回
り
、
仕
事
内

容
や
経
営
状
況
な
ど
説
明

を
熱
心
に
聞
き
、
自
己
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
。

　
お
知
ら
せ

平
成
21
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者「
就
職
面
接
会
」を
開
催

■
国
中
会
場

　
　
日
時
‥
平
成
20
年
10
月
23
日（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分（
受
付
13
時
00
分
〜
）

　
　
場
所
‥
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府（
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
） 

■
郡
内
会
場

　
　
日
時
‥
平
成
20
年
10
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
00
分（
受
付
13
時
00
分
〜
）

　
　
場
所
‥
ア
ピ
オ
都
留（
山
梨
県
都
留
市
田
野
倉
） 

■
参
加
予
定
数

　
　
国
中
会
場
‥
求
人
企
業
80
社
　

　
　
郡
内
会
場
‥
求
人
企
業
40
社

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
T
E
L
　
0
5
5
│
2
3
7
│
3
2
1
5
　
労
働
課
　
池
谷

自己ＰＲを行う参加者 会場風景

　山梨県中小企業団体中央会は、「平成20年度 地域力連携拠点事業」（中小企業庁・経済産

業省）において今年5月に「地域力連携拠点」として選定されました。この事業は、地域の中

小企業が直面するさまざまな課題に対して、中央会をはじめ支援機関の連携拠点において

ワンストップできめ細やかな経営相談・支援を行うものです。 

　中央会では、独自に「中小企業元気力アップ事業」と題し、相談頂いた経営課題に応じ

て、専任のコーディネーターと専門家（中小企業診断士・税理士・弁護士など）による解決に

向けた支援を継続的に行います。 

　企業の経営力アップや課題解決に取り組みたいとお考えの経営者の皆さまのご相談を下

記相談窓口にてお待ちしております。

新規事業に取り組みたい！ 

ＩＴを活用して売上アップを図りたい！ 

経営の多角化や新分野進出を検討したい！ 

課題の見極めや事業計画書の作成の仕方を教えてほしい！ 

業務や工場の無駄を省き、効率化したい！ 

店舗のレイアウト・内装を見直したい！ 

地域の特産品を活かした事業に取り組みたい！ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…など

問い合わせ・相談窓口　山梨県中小企業団体中央会　連携支援課　Tel.055-237-3215または　所属組合担当者まで

※相談内容の秘密は厳守いたします。

※相談（専門家派遣含む）に係る経費は  無料  です。
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「労働者派遣・請負適正化キャンペーン」を実施
●その派遣・請負、本当に適正ですか？

　労働者派遣事業は昭和61年に法施行されて以降、労働力ニーズの多様化に対応して、拡大の一途を
たどっていますが、その一方で労働者などからの違法申告や苦情相談が依然後を絶たず、適切な事業運
営に向けた意識啓発と指導監督とが必要な状況です。
　特に、使用者責任があいまいなことから労働者の安全や労働条件の確保が図られない、いわゆる「偽
装請負」について、最近では、製造業だけでなく大規模小売店舗などのサービス業にも広がりをみせて
社会的にも大きな問題となっています。
　このため、労働局では、平成20年10月～11月を「労働者派遣事業・請負適正化キャンペーン」の期間
と定め、集中的に各種取組を実施することによって、偽装請負の解消と派遣受入期間の適正な運用の確
保を図ります。
　この期間中は、請負事業者・請負発注者及び派遣元事業者・派遣先事業者等に対する集中的な訪問指
導や、法制度の周知・啓発のための各種セミナーを実施します。
　また、格差社会やワーキングプアが問題となって派遣で働く労働者を対象として、労働条件・セクハ
ラ・社会保険の加入など多岐にわたる問題解消のために、幅広く専門的に相談・助言を行う「派遣労働者
セミナー」を開催しました。

具体的実施事項

1．指導監督の実施

（1）派遣先事業主・請負発注者に対する指導監督
の実施
　特に物の製造業務について派遣労働者を受け入
れている事業主及び請負業務を発注している事業
主を対象に、訪問指導を実施し是正指導により違反
改善の徹底を図る。

（2）派遣元事業主・請負事業者に対する指導監督
の実施
　特に物の製造業務について労働者派遣を行う事
業主及び請負事業を行う事業主を対象に、訪問指導
を実施し是正指導により違反改善の徹底を図る。

2．事業主向け各種セミナー

（1）「派遣先・請負発注者向けセミナー」　

　主に製造現場において、派遣労働者及び請負労働
者を受け入れている事業主を対象に、適正な労働者
派遣及び適正な請負事業についての周知啓発を図る。
①日時　平成20年11月18日（火）13:30～

②場所　アイメッセ山梨（甲府市大津町2192-8）
③内容　労働者派遣法・労働基準法・労働安全衛生
　　　　法・男女雇用機会均等法など
④講師　山梨労働局、甲府労働基準監督署

（2）「派遣元・請負事業者向けセミナー」

　主に製造現場において、労働者派遣を行う事業主
及び請負事業を行う事業主を対象に、適正な労働者
派遣及び適正な請負事業についての周知啓発を図る。
①日時　平成20年11月26日（水）13:30～
②場所　アイメッセ山梨（甲府市大津町2192-8）
③内容　労働者派遣法・労働基準法・労働安全衛生
　　　　法・男女雇用機会均等法など
④講師　山梨労働局、甲府労働基準監督署

担当・問い合わせ先

　〒400-8577  甲府市丸の内1-1-11
　山梨労働局 職業安定部 職業安定課 
　需給調整事業担当
　Tel.055-225-2857

事前申込が必要

事前申込が必要
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エンジンヘッドカバーを検査する生徒

梱包用箱組立作業する生徒

甲府支店
〒４０００-００３２-０-  ２ 甲府市中央１-６-１６

‡055（5 233）1161）1
●岡島デパート西筋向い
駐車場は、中央商店街パーキングサービス契約
駐車場をご利用ください。駐車無料券（1時間）
を差し上げます。

商工中金は、国の中小企業政策の
一翼を担う政府系金融機関です。１年貯蓄

詳しい資料を郵送いたします。ご希望の方は、は 郵便番号、郵 ・号 住所・住 ・所 氏名・氏 ・名 年齢・年 ・齢 電話番号をご記入のうえ・電 、え 〒、〒189-8510〒 （10 住所不要（ ）要 商工中金フリーダイヤル係までどうぞ。）商

詳しくはホームページで

http://www.shokochukin.go.jp/
【テレホンバンキングセンター】【
受付時間/間/平日/ 9日：9 00：0 ～0 17～ ：17 00：0（00 銀行休業日を除く）（70120-299-233
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編
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後
記

都留文科大学 学 文学部  部 社会学科　 井上　侑美　

山梨大学 学 教育人間科学部　 雨宮　直基　

　早いもので今年も10月…秋にはいろいろな言
葉が使われますね、スポーツの秋、食欲の秋、読書
の秋、芸術の秋と。。。
　読者の皆さんはどんな秋に、行楽の秋、物思い
の秋、それとも恋愛の秋…

ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

　今回インターンシップで山梨県中小企業団体中
央会にお世話になり、働くということや社会人と
してのあり方についてなど幅広く学ばさせていた
だきました。
　普段の大学生活とは全く違った環境の中で、中
央会の職員の方々や組合員の方々の様子を知るこ
とができ、「信頼関係を気築くこと」「責任をもち物
事に向き合いこと」の重要性を感じました。また、様々
な場面で連携をとりながら取り組んでいく様子は憧れる社会人の姿でした。
　それと同時に自分の未熟さを痛感し、先輩方のご指導をいただく前に身につけておくべきことが
あり、これからの大学生の課題として努力していこうと思います。
　インターンシップという貴重な機会の中で、たくさんの経験をさせていただきこれからの進路に
大きく活かされていくことと思います。
　暖かく受け入れ、ご指導いただいた山梨県中小企業団体中央会の皆様や貴重なお話しを聞かせて
いただいた組合の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうござました。

　山梨県中小企業団体中央会でインターンシップ
を体験させていただき、中央会の行っている事業
のことはもちろん、中小企業、県内外の経済、就業、
将来についてなど幅広い知識・経験を享受するこ
とができました。中央会の方は山梨県の様々な事
に詳しいと感嘆すると同時に、山梨県に住んでい
るにもかかわらず知識の無い自分をふがいなく思
いました。
　また、このこと以上に印象深いのは皆さん親切だということです。指導者の方によって、組合の方
によって接し方は違いますが、中小企業や組合の事、労働、観光振興を親身に考えていらっしゃると
いうのを強く感じました。そしてそれぞれの課の業務と、組合の支援などをされていて忙しいなか、
私のような者にも丁寧に指導・説明していただきました。将来のことはまだ明確ではありませんが、
今回のインターンシップで得たものを就職活動や社会生活に活かしていきたいです。
　最後になりましたが、中央会の方と巡回で貴重なお話しを聞かせていただいた組合の方には大変
お世話になりました。この場を借りて感謝申し上げます。

●会員のお祝い、お見舞いなどに給付金を支給します。
●人間ドック等を受診した方へ補助金を支給します。（対象受診時に満40歳以上）
●割安な料金で日帰りバスツアーや釣り大会に参加できます。
●公演チケットのあっせん、映画鑑賞特別割引券を発行します。
●宿泊施設を利用して旅行した場合に一部を助成します。　　　など

財団法人 甲府市勤労者福祉サービスセンター
甲府市朝気二丁目2番22号　Tel・Fax.055-232-8753

問い合わせ先

― 当財団は甲府市が市内の中小企業の
　 福利厚生を図るために設立した団体です。―


